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IV ，，ン・ノノL将軍とシ川ヌーク殿下 c'）クメーノレ・ト
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政， { ＞：、 hJ ア系（i）モン・；， J - , }/f}政，J;'J.J 
ール（力ンぶジヴ l（依，件jント系山：， { ljj~ ，）ヮ，支
仏、／二 ~:i ラ寸ーが、と L 、うようにラ ）＿；山お山川i＼：放1'りぷ
士 j＇~ にしご L 、た。 Itれと［ドJ, ):fヒiねにもベトナム
,'. rf i 1]ct) l〔lJ点支西己主：うけそν＇）文化的；；ピアf士・； : ; ／こ
v' I t二；（「して， カシ：jc'：，ア， ラ寸ース山｜叫litインド
(iJX／じ山：；：；i:1 i、iニ1;1家的発）1（をとげたとレう十Ii{
/)' ,t， ー〉たU 二－， :~ ／＇二l(U¥i't1J,l昼H以・「ど｛じ！のr'it(,_-~,\ 
l二ihこ，！）山）i長j)（トI!cl l ( n I /¥J；こtL' L、主ふjit友3
'-~ :_ バ「J山HLrr,H，！ぷが〈二ここにん心。 ま／こL
l I -)J-C, [J、 九｜］｜と fI j見｛1:cnf長；今：＇］ Oh, C （＼円分、n出
l( l品、と少数日弘、としてノぢ拐、｜：にあ〆ム 1I I tirl （／決ど九
！日j'11L＇人1/¥J；占1Jjl,jえ心、心山ぐん，：， u ( :, i、C I 
＂目J ( IJ），、n I J(h下、＿！） こ、二人jiよ主／1;t:I. il! 1Ji しCJ; :j , 
工；二似械で，＇.－， ~'., 0 
1 ！とより〆と JL ／こ北1」家・；市1(/J!,Ji¥Jジ）／jJ人：主i山
Li＿；こ（二 J 八、こ i~' 阪支配11家・ 1(1点、されIJ1Jこ；（令
りIJ;-' これら士長Jiにわfcl［，さ寸土ゐことによ ) C 1 しよ
山 jく）＼~（本il]lj(J維持活dじ企はかる‘ L 、 j ;Iわる；分；！日j
げしd,Jを行fよ Jたプラ L スvJ-li/iJ乏j也｛キ：m!Jがあずか
っこ ）J 泊且あ －） たことは i',~ ；ιできなレであろう。こ
j) tli民地体制IJs;イJ トシナ諸国の31(／［後十数年金
れよニケ1I Li仁~_;, i千守山1r毛芝山政治・ f,I¥' .社会・
7にiじ；二J;, I ；、 .t ／二品iLi/1］ジ）WJftiこ-t)ν、ζ伐しこ
1,' ：，」1にJ，弘i、えこと i;¥ .: ＇，、も ，＿！） んゐん cJ•/) てん心。
u、I、本fr:',i三lム f> ドシ 1-,;Y,J(IA山 mt;'Lた i1( 
I；~，，－〕こころ」に J JI,' C、 その実態、土夕、1心」／； cl）三F














（ l十jぺ iイームl-(IJ＼解11rJ%f,Jil)のデfが起こり， l1JJ
llllki上／、ノンぺ〉 (l'h，山m-l'じ川1）山jヒベトナム，
rt -.：ト J－－＇、臨時一 c'f'.:{ilti:1.U{J～（解敗戦線） r,tj大使館4 、
山＋／i," 1 r II ~hn ーと予告 ／1（ したことヵ、，，，h：こり、 一二
_i, [ i1νJ 1 C ;1/t j' f i，’・Ji {'I: i二／］ jるltン・ ！J1, (Lon 
I¥ol; ti交代什ijJ（，議会の l'f定的，LJ:1／｝と，フサンスi:li
{i:1 I 1,)：，ハ J. -'J (N川向lom日ihanouk）股 i、山立
1］ど！℃｜快？る rf定i下）＿＼工場山王fp－側とのIMJで対立が
1乙仁、 それ；H也の政￥1’＇・経流的訪要国とも方、 c',／，ノ
干し＼ , ) ＇，、に；け ii別！のシハ）ιーク 11*・1＇＼一！市解任へ
とうそさjli／，ν／ニ U）で」りつ／ヒ。




















1三J1£＂＇：支配）＇にお〈ケメ－－ ;, 大伝l1, lをif;F,民し、
し方、し. 11 1¥j,t2以問、，＇）勾 j成と Xi七七，：jった。
' J三Vijl券 J十ム，，山rickぶ長・＝－ T)支配卜；こふ
でtて， ) ：二’J ( !Ji；がこれに 1王1広全ひと3がxL fて｝
いにl日itl紀初Mi<1-1:n,1) i二Lヴご p亡、 十一ごにIi]!I;¥ 
ご c'I 11 1 y；、 C，び〉／； 勾史l巳1' ごL、tι ケ / --1, U?JJit、





ご、勺 Iii ：二~－J 寸ら’J （；う也九日l1';: 






し／；＇i_,二jI;・ /Ji［えてフ 17 IせJむに予干し I -~- Iし
’Jーノ＇. ~J'.l トハ／ :・1 ＞・テルグ j也，n~1 二ムl（！及、か、




















































カベトナムは 16三:1年，こどとな.）たか「〉で点、る。ごしり .l；「I（：「＼m，う、い／、: t I i-s<iハif,1 J三ヒーで，＇.勺 】I
./ ，）；ジア！？主からプレイ・コノレ（PreiKor）に交易所ノケ、｝う l、：.：二，：〕.，：＇こi!.'ff¥JI !J :_. ,j、＞ ( JJI：た史iし






:f Lノーで点〉る（,1 £) u 
カンボジアのチェイ・チェ
ヴゲ 4i止（CheyChetta IV）時代の 1700年にはサ
千＞）一位略が古h主り，
ぷ町W,llicLてL、たしりでふる
｛を｜嗣のj'f!:1主i二ふf二〉ご椛 l?iたど） }!;( ¥[IJがl主主イI,








イー γビンの1iL1,mなどが次々とベトナムの子 γ ンノ’この1c！円・ rt していえることは‘U.: 1 I 1，をjfiL~ C 
こうしたベトナム民族のコーf'i' i二i)i¥'.}tニ（ ! :l）。（司千f（.：主［う l可 l~Jf,.J ）ケイピ束尚一（－＇ i• くトト J、とがお山
r > J-段略は討作 I図にも示されるとむり， 18世紀、二 v>1Jq -、一，よjゾlIJ > ,J、ご fの亡命王族企後JrpL I.
なおこのJ二 •j二ーとに i土日 iま5己 f をみたのであっ fこ。t' I L'.の坊）J拡張に L,7）主主三けず，k,f;L；二千「ノ＇L.
ヘトナム；；，i：氏によるコーチシナ地域の領右過程に？（から力／；j;'なヰl込んすミくクイ i土.,_ 1 --r: l リ＼一三に （／） /.,) , 
ビエンホア tBien とくにミト（'.'vlyTho入
l Ion），ハティヱン（IIaticn) ！，~ どの諸地域の開発の
33 
才jL、』て，ジアにきうプJ[i:f1r:f L, 15~！ :1 年に i土、行 ll与のすータ 1 JU: 












（原岡〉 L在ThanhKimi, !,: Viet一入Tam,Histoire 



















BiN NGHE I Kompong Kau ｜貸料漏一
I Krabey Iための波止場
T人N AN （新安）I Kompong Kan i黄牛のための
TAY NINH I 悦l上場
I Roung Damrey ！象の開い地
（丙寧）I ! 
MY Tllり I Me Sa il'1 i.-、婦人
SA oF仁 I Phsar Dec j鉄 の 市 場
TRヘVIN!I I Preah Trapeang 1聖なる沼
BEN TRE I KomponεRussey （竹の波止場
CH!¥ U D()C I Meat Chrouk ｜ 豚 の 鼻
RA.CH GIA I I 
（仰が植えら）IKramoun Sa : ti い蝋
れている河 JI : 
cJ¥N THO IPぼ kRus町 竹の JI!
T¥TNII TII!JY I I Kompoul Me"s ··~ミ金の ]Ji
（静かな水）I ' 
ド（：cTRえNG I Srok Trea町 iラターアの村
BAT X ,¥( J I Bay Chhan 1生煮えの米
BAC LT! U I Po Loenh ！高い作樹
cλMAU I Tuk Khmau I黒水
PHO Q川 c IK油 Tral ｜油菜のお
（富国） ｜ 
｜ノPreyKor ｜ノカポックの森
SAIGON I< I( , I 'Prey Nokor ｜＼王国の森
K企 叫 山 I Kh，吋1 ｜砂 場
( /l¥)1r; A. M. Savani, Visa,;e et !111a,;es du Sud 
¥'ict・入Tam(Saigon, 1953). pp. :12～：n :.t; tびそ
の他ヒり作成。
























































































ったι7二、が， 23日後が，あるL、i土21-:l1:i. ／：こ ！：こん




守カミ、 i皮i土二つσ）日覚，I寺,jトを私の子に栽せた♂）で ？》（／）で去〉るο こうして力ン，t：ジア政H'-fも／ >1-、l二；！ l目
あるο 三，－コとも4ミに上く（以、ていて宅見ただけ vむiと FHf、tきf仁カ
どちらカ通新， Lくて、 どt)r》がr1iいのカ、兄分；「 f’；l- 3、るをえなかったのであるり以上のような •Ji::tは，
なかった。それは干ょには信じムれないことだ －， 1二 軍ぢ自身も1＇一年 7凡現地においてト分保，；;e.しえ／こ
し’目・ 0 与の上うであった。二勺の f1j,'tls'l¥tlはどれ ところである。
らもド，Jじ工 3に正確であった〈だが， flがも d ) J二 以上のようなし、くつかの例からも IVj r・，か以上ヤ
も驚L-たことは、 fこ，，た一つのぜん :I:: ＇，、 ~lJ ， 土 に， たしかに d えト十ム人は力シ，F＞ア人にiヒペ仁
t;!，ただけで、 こJ))J1＇効百ムが炉Jじもの i:{'¥.Jljニこ 1て 'ti質に_J-5，、て玄さ e に亡L、ゐ‘， +WTJ也u一T
で占）る。 二、く短I寺間で!lit；利き C'）時計時lt人h注生－1c /: ζ 人（／）i= ,l;:qニt,rfシナン（ ，、 IJ-1-、） ＂－β：1泣H！ j 
二とをよ出めj」ifなる主 L、c Fト・tに15L、ご七‘ ふと：、 人より i－くJしこし、心こと；ょ易t＇，、午 L、O Jりン〆i、νγ
レl土'leた芸術に才ji旬、ても、 コ－ r-ヰ←； J、ru二tムL、 人，オオス人J＿；よ（’J17 f人l土，とう－n、彼ら i二XHA
条件を望むことはできなし、と、 打、；ェ枯れliu・ iけよ／：、 することはできない。またインド必出を形成する
合えないのである c_I :,- 7) , ，かなる極族におL、亡も，彼んに及ぶlJ・f;l ，，、な十ぃ
道気悶係機械類や自動車などのirt;m l-k｝トiにノ L L ｛皮，－， tこlil,1L努l{)J,する民放さ？求chるht',ti, 
いても， 従来‘イノシペL でワ市HWi ！~ ;, ' CV、 1本人以外にはよ｝とめ件fよいであろう。 アンナン人
たのは，すベごぺトー）－ム人で、払 Iたりしょふ＇ C, .~ l 4:入山ti｝，）（よ／こしかに知似し←ζいる。：Ji:v、lこ
1＼：年山政変it:，二トトム人治、そう L！二分担川、ム；存在 Jl]!J;JiにMみ， J'i}J勉で」，） I_J , ＇｝｝故である。 γンナン
mしたとすれば司 :IJンボキアの杭流出品)J；こも従来 ノ＼＿iJ優秀か J 人仁く JI被され， 勇気に山む共土℃あ
；ニ比して．か／なりの支障やi'tれがIL¥ることは避け くλl••l械に出付iこよts\ 、亡は典型的な差是犬であり，
られなくなるとすリ旦された。はたして， 事｛牛jf(｛た fi¥diにおレてはすく:t1Jこ労｛動音であり， 二子］二？？；者ー
からそうした·~＝主たが多数報道され ill した。 1・動，j,: であるj( 8）と記されているほどであるc IJ本人
の修理は従来の倍の日数がかかるとか， 石気持久 や 7 イ人との比較はともかく，少なくともカンポ
を修理しても、 すくこわれるとか，イノンパンの J ア人，ラオス人との！：じ鮫における優秀性は 1≫J r,
魚の値段が 1r白ムとりしたとかいった原である。魚は かえLところであろう。
これまで主にベト「ム人がトンレ・ 1ト b >° (Tonic jこが，悪いことにベトナム人たらは l'分jこんの
おap］湖やJコン1'］＇からと， fてL、／；このが，今f庄の此 俊秀さを鼻に；H), Uンオ、ジア人を必要以 uニ比
変以後は操＇！；：士号止となった、そこで代わ， pて、従来 ¥" L, パカに守主主f(1i,Jがあったことは冴定でさ Jな
は魚を入れる竹力ゴを編んだり， f',Mf:o）災H止を L L、。 、とれはi長持ヵιボジア入に対するカ‘れらの「3
てし、たカンボシア人が治、に出るよ 1にfに pた。し 助で示されるほか，筆者ーのような第三千干にもよく






小たり；r.~圧的態度で臨］－；. ' かれらに／ 1：制を加えた
ことは事実じしし、。当｜！？〆こトナム人；tカンボジア






















































































る種のも （！） i二／コ＇，、て 11.等のも v'lj !Ji＇・、 L＇、も
n」の怠ロ止をこめるときは r－ー・ーバランj(barangJ 
とI,、＇・ '. ［「＇Jのもし1）」 「つまらないι♂）！な「，
「・ 0・0 ・ューン」〔yuo引とし、う接尾語を，・，けてI子λ、
二三？；、語、っ？二G ここ tこし、ソ 「パランjl土アランス
を，「ユーン」はヘトナムを，－~nまして，，、る。いろし









en 1) 1s 1i f」か人 191'1:h~ ：こ t 乙乃ン ？， ／ア’•J..' !) t 
安丈島l、としてに， lJ, l、f , -1, :, ,!; .’f;, r ,・; ＇し乙。
A. L出 lドre,Ilistoire du Cambod、収（Paris,1914). 
38 
( ;_ Cod .,s, Les l世uj,[ede la I'.'ninsule’s indochino-
ise, I listor世 Ci,・isations(Paris, 1962). 
( it 2) G. Coedes, p. 185. 
なわ， "1-1ゴン（Saigon）とい・， J也？＇，し＇＞， lc:iliえに／ノ［－
. ' i，係々，， ) ,il方、もら。 J / kわt,' Ji,る！？命，＇；（！， 一、 l
’J、l,': ・: f[!'-i' '/;i'.J えはI件、 J心TayCong主iI•: I~ 人／，，
Xay Co日弁会 i'I t・ こしか，・， s出－GonしIY, /). 'L t ; I / 
I '・ C .t；り， t t・ ¥JljJ ，；，；音t.t ・／；ポノケ，＿，）;i，をれl味｝乙
) J、，！： Sai Gon ，こ1え｛i:V!Y，￥：、し＇） ！ιi1;i fピ lι／！＼仁、
1、：'.iO • ,. ' J、＂：， c: Sai .t 本主，Con, Iカ！ソノr主立
，；）、j 乙ν乙あら（A.恥1.Savani, Visage et Images 
du Sud i～et nam (Saigon, 1953), p. :34）。
主｛毛布 ，｝）；／［を；正る J，かつィニ，，、htJ,-lfんといr.・ ヵ
ノノふン γ；，＇＼PreiKorは「ブj ぷソグ.／）玲Ju' :(r,な（んご，
I・ ! :.,rt Y,U三：）りノオジ f話おそ,Ci.山 Lt・ !, ") c' 
Hf＇，仁：九 tcくわ／ムL、。
(ii 3〕 J.Iml同 rt,Histoi1官 desInst的JtionsKh 
mh・e., (Phnom Penh, 1961),p.必4
(il' 4〕 P.Boudet，“ La Conquete de la Cochin 
chine par les NguyCn et le Rr,Je d制止migrぷ Chi
,mis ,'’ RIWI~O., Vol. XIn (llanoi, 1942), pp. 115～ 
ui. 1,U!rJ f1i Ii，＇；初地i:,i1;:1i；姥；弘之ft1/i I十J)Jr] iヴト，『j:Ji
・'・t 1;』， sy;, 1 '.;• R r主2¥; ( i号 i~ , 1960, 19（も8'1）υ ト：）
I I"!,1,1;: J '~ 1 tご年j，『弔問主’報』，む＇＼ 5 IりI（得点，196/H)" 
(ii日） A. Lecli、re,pp. 443～-14,1. 
J. l¥1oura, Le royaume du Camhod的’ Vol.1. (Pa 
ris, 1883), pp. 12R～132. 
(it 6〕 G.Taboulet, J,a Geste Franr;aise en In 
dochille, Tome I (Par is, 1956), pp. G21～629. 
（；七 7) J. Chesncaux, Lσ Vietnam-Eludes de 
I'olitique et d’I-listoire (Paris, 1968), Ji；；：『：、 1
J、.l], 88～89べ－ , 0 
( H:g) Paul Doumer, L' lndochine j山nr;aise，ιSo-
Ul'eni r (Paris, 190：＞），：前f）、U'IJi迂支］jf、j吃供、；／ .I]( 時i1;•., 
1943), 29～30 : c.- 月I•) lo 
（／上 9) J. Poree & E. Maspero, 2¥ゐeurset ( 'ou-
tznnes des Khmers (Paris, 1938), Ii¥ .,1". 『り J、 j. チー f
J勺It.ι』， 19～20ペンo
（は10〕 『必見 Ii~， I l ,il'. 』 ~fr it主（取仏 1965;I ) , 273 
/u  
(ii 11) W. E. Willmott, The Chinese in （、a111bo-
di,t (Vancouver, 1967), pp. 35～36. 
(d.12) J. Delvert, Le I'ays,w （’amhodgien (l》ar-













いかゆ己第 1'i）： インド／｝一戦さ析が戦t) れたが， を
） 戦争(I)4ミ期， lけ54年 iTl，ベトミ L主規軍がヱラ
フ「ス・ベト十ム国境方聞からカンポジアの東北隅
；て浸入、 7－々f-＼－リ （！とれt九nakirb，ス i力ント L / 
（日tun日 Treng), クラチエ（Kratie），コンポンヂャム




わり， ，＇＇ノン〆＼ン司パ ＇'I ケンドン間の鉄道を i父撃
したりしfて（i. 1 ) ー・方， これに応じて、 カンポジ
γ圏内で ｝＇； べ l、之ンの系統を引〈自由ケメ－ •:/,: 



















































Lく ＼トー｜ム人♂ l｛行持によ..' －てラ lklJ；；，~監仰をはと1＇）らi今h‘「，；,;lI 9:l;)' I＇・；二点、； ）ご，解／／.： ij1.J;J，~，1)rjl jノl
,;,1;1;.:Hl心＇） ftこ，主こしかに.；トミ L市i上i散j)JL1こ点、1,)1寺にカ／）、心j也）j仁川；，：；：寸tゐNlri1¥dl；ρマrt:U ) !.l、
多数の細胞と仁WW.ペサ店、lfi：武器をか：..;r・ :. ,];':_,: f 人件：＇； 1；長ば.；， fこの政治学校や解放人民不
ジア；二右足してL、J J よことみんjlてし、ら。さら；二［十j－＜トナムと［'i,J立’子i主
]%5 {t-9 Jl には·／；ンオ1 ンアの1山一台；後M：初のMt；~1gぶ.＇［古城・経済どJ去す＜1、H,d；山
ニぴ）~ i示Citc五f,'t:か九jlh、古川為：ffなわれ jこが、~3 工リ、教育 lじ：？む此円＇.J t二｝(HJ)l t.こ泣識も作られた











L ／；、し，そのネ，1;'t~ I l'j毛主たi，ノfこる tJ）て，
Pracheacho日）_I !& I.／こ r人iぐ止（ソラチヤチョ；J
な!Jil :. ／一二,. 
乞Iι しに九、？ι；いつにc
とこんで？この共産~t, L'i fH ケメー 1~ ／fll総（この [':j
出クメールの利i'.?J：；立三つあり電｛也の〕〉は非共時ぷでゾ
↓・ゴク・タ＞ (Son f¥goc’fhanlりをm【持？？としてい 人J(・;2 i}) j.＼｝；＇；十九 t1~ ,i！，伝i:’・I）・；，.ケムi二r1iめれれ、
;jJ jごか，（，、－ IPントに1ぎなかず， /,: I I l 10 げのnKgo,, た )nm，卑計 i上ゾン・ニfク・； L
シハてーケ殴 1-(i)料、ふ ・Ifシケムこれ以後仏とI止まれ心 )J:.,,j ジア人Jと＼ . ,j;f L ／こ泊、tlinh1 
次々とi可内で社会七j主的政策：ど打七／Ilし，丸！；）込，カン，jcシ、 γ；こよj:tる氏jん；前段j,J.[重）jd：ノ、ト｝ム人，ト
外的にもj七産i今！諸［J.＼との友好関係促進を：［ヌI, lこ（／）f行j尊してi工／つンボシア人が it一｝ごニ ！；., fこから，
l士策（Y,Jに先子をHたれた）石山人ltS，よは｛ljJ'. 't1< -r. 、，そムくさ'il寺勺ンボよアィI)Iでお；主詫おとして詐名な
)Jンボジアにはど000主fにrわjこふ F.fJjlJ
その政ifif本質からも Jtj)'fJ~：，~に（ J:
）じ:)fふ' ,.Jレ／」 0、卜←）・ ムノ人リン・つ 7・ケ／び7ずlにふヤカ k ) ・,:' 
ぴ、d二品！； / ./, 机
) lよ、i)'IL/; ,V ノラ
馴染みにくし、面がふるのは百定でさ t.仁い。 l9:'i8 1,ド
レ刈ti翠ノ手とも人l1;J'tは完敗に終わったり
カiJノくい 6'):「た｛／,e'l吉J) ') Lボジγ人m，誇（'iでんろ
ここにもノ＼ト｝ム人と力ン；i：ジうと考えられるコ
ア人山対立し＇ li¥J姐が！毛をづiンてし、ふ二どん，石li立さ
J 、トナム人ここで活動）；主iを変えた人民党は宅れよ ＿.） 0 
しJニし、に過激で破接的な傾向を：強を多数まじえ，このよ，」産系山 1-Jケメーノレは，そのiむ；日；）jど治め，
人｝（・；t(tソ L ・ー··｛ ク・ミンを 1，；~J ）’j占官〉 ーに ', 、’ ‘ ？こ、l CJ51年；l)l；二；土あらためて，、トえ：..,r；，ヒ Jノ、 rト
ケンオ、ジア人が子；riGl去にな J 白てし、た点ιとL,;J、はlE".ic，ト，－， ／；ンペ、・弓寸と Jl;f1JiJil;線をあ1/f点し，
二土山／／；虫JH上I1l本的i二lよム：、はり北J 二トナムのお；g1,・ >Tfrlむで11仏・ ｝:i.主同政府武装降1いを )l長！；りして
:/Jンオ、ジアd支がf{¥f.lJι、んは
三山人I亡
にあ J , Iこも i)）と J非r・,;J:.,
こジ）1.'1:-J／：・し ばしは攻撃されごし、／ご，，， -1）。
iド｜ユい：～！ヒノ、





かつ亡｛？滞在f-¥;O）上うにわれわれクメー合強めて，,;it 1, t91i1 :rコjI Ji , パ正一ケ i;'¥fJ:1tl-pl1i （／）失敗全Ji
とレう f」E’l{iil,•,:,I{が i!Ji,"'/ 'l-人：それzか tの Cはないか，'" l i杭J qlj,1、I!JiJと／ど 1i'；主Jii,'c i L,件何；／日、
/ i日iしに尚まってきたことが容易に想像されら。り〉ポ／ γ収不fi t品もし、けてl±ki域しごし主 》戸ごも
J）うt、f二 i・. 'l)i / •,: f{ /{, /.f,f,)j’／ 〕γpiγ 戸一I I ' A 、｛｝‘、，＿ ' 、 iiド、 l





i、j、上山 k') I’L人J(fよfープラ I.-, FJ・ ョ；）ぷう｝) 
九／＇ . I 
, '- I -・I.！＜処JljiI 一
その校！立にいやはり力ン ,j、L:J1l＇／である 1;¥ 1TJ長＼ト iム人；こ i；る心ン，J；ンし11 fわLH.－~上 fをに，
1l1H立＼ v 、 LJJ;!'l し／こ二FJ,ど感カ斗~j_ ／~ ,! 、f人i己＼，＇｛：（ しI)11に，二）.1，.二f¥:;・iι終 I）企：1；いにへγ でに1If,: D交l(f，，~fJJ:t、
りン，i'.>'f人；：＇ヒ Iまi二仁」ユ .1じe くトナム・ l'/1、ト
ナム~：1,;11:j' i1'命政J{.J1,lj大使館柊捗・｝ffi’i tこえlL C も、
総米イi'i1t,nt1 ＞・／ l, i人Ji~J:t IYIJ心I)r ! ;jlj企I恥J点、
i「た Jト1・,－！ げ.)¥, ・i, I Cf二対すら；Jt'IJ:tfi /,: 」） j、
〉よ L、／こ点・1 1,: Hi u, i¥' ;,Y. i: 
（ケ I- 'l ・Iv
.t l '・: l!li1) '¥ 代 i 二 ~Jrf二；： J ，、
I，下L、勺 J』 1l-:
二i1:L f比；！ il：りム
ノj . γ 人; 二L ど） lzfz!(.J 11!,c;(, • vt l白ミ iJ¥j ¥1 C ,'., . 》
二’ E. ，、／，） ;, ‘、J ユ， Ehnw:lむIlιeJ
［ヒ一、f；
 






旬\Li ニ：ご； i ，、〔 k:J!t を決ぷ.ちえしてい；~り一＇ ' 〆i , 1<; J'.I I ' I ; 1 I,., ），λF  (,' I I ,I 》 I 十， J ) ι よ守
び） It, 、トトJ、・ 1・ri, 、ト十人民』If、ド1',(,0政府 1二（＇）：；：ふ、＞ j :J(lumムr¥' ,ct入11,h.i どI、F/,. ;・ ¥ I . 'l • 
i；ン・ノルfO{f:Lノ＼ト）人i¥l.Jト二X.JL C‘ '- I》‘、i）ぺ：H此Hr；＇白二I;:.J、て！一；：〈以i1(









































こも＇l.l；うに、恒ιkL ／ι二1L、j) ,! lζL、〈らわI ,'< ！二！：ごん／； i' I l, IうJtf lゾ、 I: ・ ;:Jf「（




¥' ¥ .J:, , I:・1 i二、
I J・ :) つくれ人·fif.tli~ Jモロ） I・ シJ，；~そ n いとす＇＞ぷ Lア• ' F子ハー‘ I,,/..  : t 1；二 l二t二H」／！＇ < 'jd¥[,',Iて fい；，：， ／し
そJ))i:J'!J 2’パザ？に宅，l＞、トづ J、.f!V{}/l 










-. ; . 
! 1、HりJlI I J,:'Jl」./1¥' cl lペ，、 f＇）寸ふ、
IJ/)', ](lit、lパ！？史的J( 
lru&, '., 'l ・) , I)/ ，＇.ヒ（／ iI市川主ヘト！ム 111.~ 1(1山
与ハスーケ殿下のこの問題につL、ての解
ややk則的な外交的展望山中で考慮さ）L
}j司二，. , J~ ;,' r\'i 二!'I ~11 ；：μ人・ !nWIすら.＼L三して fljii, 
uとwは，
CJ; tJ, 
J 、卜十J、・ l布、卜 I・ J、民族解／／1,i肢がr,11ギj1 )j～。
L＆した上うにベトナムそれは伴かに，PLY、強＜ ,.j1），故＿＼ .l• て予／ここ7j｝，＿ しI)((fr，こぶ ＇） ご、
人かムのJ正i自に対して緊迫した危機感を抱いてい,I二t主いりまごも／｛よL、の
全く手ぬるいみカンボジア一般国民からみれば，i'!i / 、＇、 fJ、、トー｜ム！被守川； ~i!k段階tこ ；Ji ＇） さ，
シハ之ーク殿下としてものと映ヴたにj主いない。')Jン小んの..，， ! 'J /J ＇，司J'ln氏」ιう＆本格fl：十ご、にノ）h,
ふア人ゾ ＞／陶；こ： t ノ、トトム 11i~ ／をに J；けら J こト もとよりこの問題を軽悦していたわけでは決
」
S）旬上、
今度の政情不安にi前面しても，パリ i-,7L.ζ Is. v、。じ＇・J> ;I、＞ ，－；二丸、j・J 弓J影響）J J 、ハイミ交がつ，／）＇ I C 
}] > ,leご~；＇ア以内；二現在いゐベト寸 主スク
i'l分
{E中山シハスーク）！投 Fが直ちに帰［fヰせ

























ふるコ 二・＇； I＿ご＇ ＞ハ 1ーケ時［・山初；μ生 n(J外交
につ｜浪＇rH：，二♂） I主大IF＇（！別に i議tιされるこどとなり，
ユi1 /1、A'l t ,') ＇｝；！仰を ＇，－：J〕石原！大！となーら んヤ 免IHJU);
そしては 1F.,I自で心、けなiJ:，・司 1.Jlモプ）(iに1＼：，にそ
,/) 1＼：：県を促イ：しえた L、tL、c, > d、4ーワ ir-zi{，の悲
1事］／＇.＇;: =-iこふ一）た｛
(, I. J ) l¥1. Leifer, ( 'ambodiι the sea, ,I, f,,r 
snuritv ('.¥!ew Y内rk, 1967), p. 50, 
(, I 2) I l. おteinher日，（’a111bodi<1(New Ila，・ピn,
J 959), p. 1()7. 
〔，L 3) ,:I 1，＇，，「ハン、ンゾ ＇） v_,( ,i/j (', I -; ハズ ケ
{j：、；l!I l昨 l『r」 (Ii I•十必［引当，，j 『 1J[iむアンアに心iJる＇； ); 
十比九 '1＇）［ドJ引U 1れか， 1969:1 )i；：以〉， 165しー／。
(;:・4) N. Sihanouk, o,; en出 t{e C'om111unis111＂’ 
au （’a!llbυιlf!,e (Phnom-Penh, 1%2), p. ci9. 
〔i仁5〕＼V.G. Burchett, The Se’Coll(/ I山 fοt・hina 






ーにil, Jュ；ノ・／＼シ（Che叫 l!en,( ¥ 1q民法会議長
42 
（政変後， :mr可家打席に，；:tf:)やシゾワソト・ン I} •'J ・
J 守ケ（日i宍owathト-irik'.'vlatak）殿下（政変後，？／／
ク際 lごはT族の身分を同家に返上した）らの指導者。、
名前があがってし、るものの， その故高指導 f'i°!J、iJI 
L ・IIし将’ポで点》／日ごとは1¥Jil: 1、f仁L、。 ！？〉・／
＇し、，1r,1ut: ，、メ：ーケ色－folび）ため， ケ－－ t々 一裕
午後、！と{j：余金経た］（）J () fl企も J Fてケンボジ γ山
l：主体を王掛かじ共和制に変え， lfli"1 t新たに r7 
Jー／レJi_;干11:ilJと料、するに＂｛ ったc
今次のカンボジア政変の；焦点の aぺが，.：.：トナム
同峰山 PWh長jに位入 ・!iH有する 4万ないし日 7j
OL¥t／、トトム－市／＼ト！ム解放軍をいかにf.il期に
1/技i店主 ＼L・ ;jか，l-＼、う問題であった二とは先にも触
). L之7）～ 二う Lたィ、ト十ム！七産ifT:；二士、fしぐ最も強
｛［奥，＼む；j誌にふす， rごo ＞刀、か〉；！：シアび〉’，f{(H；で点Ji),




！？／ ・／ノL将’ポl土iιl1:l '~- 11 J J '.[ l 1t'.:U t., しよて
みa ' C現1:5,i長をある「： l y。プレイベシリ十！のコン
ポン・ I) －，ー（Kompong-Leau）で，そのI也のE士fli
部隊長fニー｝た父税 ＼J ン・ヒン（LonI! in）の長男 E
してノtまれていら。：；人兄弟で弟が 2人レたわり














,1学rti1W：学校） ＇二日学した f 今孜政変：I）立役者で，


































































ふカ司：えにi/frl＇.した、 ;,t191Jの l：人公として山 f.1- Fi仁 1'分i;';＂才1！＇、殿下”にな r ' たのではなし、とは
J がし／九、に白出；，＇.i-.パご去っ／）,r，ら二三日行定 ) ,¥'i) }"f，どしたとfr；えんれて 1,、心。 シハヌーク殿
てき lょ；、工 ：， ；こ）巴われる τ ！ごはその際， 次のようにJ託っているつ I わたしは
,IJ Lハ 4ーワ吠 1,・ 1, ,  ：..・ノ 1c1 ,],': J, ': ,' Jt: 1if Lr~ ミ：仁く｝li[f.pf Lてし、！n、η ノレしどけで、 卜
i強烈！／U(I；！，、 i:i'~ (I ・,: ,¥ I .：， 、iリゴ q11J :n 1’UL う〉；ー 1u11けがし てL、／仁L、ハ ;j）た Litftl iむと1,j仁一｝］ :. 
ごJl.{1AS1'.i'立＇ ・＇＇り山久： 1：.・ 1 'cけ1i• そ l,iJ iく，、F ,I日；y人J二っ tl先日，，in；；，わ／二 Ll、tiYJ民の卒fl,'；ど
1ノ1:_i'，日を｝ト f{ Lで送ザ〉ごJ3i）、 J、：、十J、人｛逗f_,'，今 fll1:.1 cl l；正H一f＇止t三じ，l／：こめiこ戦う O J）たし （｝） －：汚ヲえiよ白m 
士、、：J 〆＇：
／ご，＇二 J：え「） i l、 r1＿；ん色「〉ケメール・！・ > J十！）て この仁うにみてくと〉と，ン，、スーク殿下it比J中
J、に 1i:，；，て1、、たれ；I）と f:;,;t',JtA り iJ~!J 、 i Jlkj , l 1: 民？？に／，~ .》／：,) ）ではなく，従fJljどおり‘ frifより
担l：む：任、 lι ：i；二｝之I. ! ごv; li~i f,: iJH日ii,tl'i 仁亡）ー〆》 j,ケJーiH¥:liJ!L主主再でか I)' J_ ／：：，そうふんう
に司、どuz:f；ミ，＇Jj'j(trji，＇，リ士市てふ I／：子、 て(I)政：r:z とi_・c 'I、ノ：〉こ＿I,/1 • 」、ん‘~：； 0 
1 と：ft,l:1'’J；：日； i 1、， ) '/ ( j；仁 C・ 、トトムと t・ ・_ ／；、にti交交1)j山〆ハ 1ーケ殿下i二it‘ l'v:ihi'(J 
' ；＇：暗ULf1,li：将h':i¥i,'l: ／、i1:)1_1／，、1・,,}) I'! [ ti （ハ§Ilir: i -_ 1,I {1吠f'l・}j)}(Ji本叫が1Jrtiく， その11'~ ：~，てす＼＇!1i':fi '.f ft 
I, I；＼」 1-1Y1c ・,1,'i:’保＇・ ＇・、 1二子企 p'(ji;:1'{.J/1‘ぺうそ 1-.,1I 1-・. 'I '., ・I !l〆r!1d/1':・.1: , C発N~ A1 tこli?JI妓iての ＇W
1 :'iJ Iしごい＿；：川て／い弓 5 :1, :j｝.＇、，IH ,L;かれこレ／：工とく，多くの欠点があ v pたャ
？？『：＇ic',' jシトム1u:,i＇：二 1.t'I:L fニノ／／｛1/J Jl交交Uiを， f二.L:えはその！／はJjf；政d,C: （わI)'I El悦与〆ノ（民主博以）










1¥U忠！ ・;, J(bJi、f!)i{J/(,1 i_•.1 J 1,¥ I戊、 f か・ぺliH :,11i山’ I;:.- ノ/J'hがr，之さ Jl, 引をjE!J（ト二
ン卜•＇ ！守＼ [ 1 [ },l ( 1'[IJi』；， f/tc1j佐1/¥L宅＇）Ji！、 ・／；ン，：，－ L〆ι＇ iさ.jI ／こ H1依んど，）、i上Ji'i士Lかぷ）, J(,C,、cl),T; L 
Jγl 1H（，山if1 Iン. / 1 ［，正:CH1JJ~tJ'c.
｜卜l〕l、／〉 IJ‘.F1-l(IJ¥i主f「此K:r,1) 1占J・,':，＼－・、 ）〈米・ Ji. 尖・INィK~l，でく；｝｛／，桓に／こえなか－ ＇／：ーっこ Lノ）ほか，！I' 
巾f・r'c'ft，主Lわさすi，げを／i:i,t;]tiJ士民［＼＇,Jしぐさfニシ，、ス ，＼・：；’t敦子Tt_r: A足!Ji}JL字業生は多数1lたが， かれらを
ーケ l;:I、／； •，そ；／［，「〉び）；，f,tl,JJ を j出じご l't ；二 Jt,1r 1:ぷ 豆；：r人！.lノ；＇.， iilt~i品 i iを与え社なかったG rJ1 ;i:等教育
行と Lて 1・己}l：吊を ／二 (i》心、ど.－， 1：、l'.，，、う／λ をうけに f> ，－リも＊アJl-u) ;J（ーイをしなければ
か、 a1：界中山r?l:l l主集めていら。 な c",t五L、t’-Jtlt守、 し、さ .L,v、，j；ワイトカラーjこむの
G J,> I:! Oll（族連 （＇，D'lH干の樹立発点に際してu シパ〈ーク体制への不満企非らせたのであ J Fた。
le;.われた記者主見で七、 シハ Lーケ殿下はこの｛，： ともかく， このように種々の欠点はありながん
心ノパ、ての質問；：：：.Hえて，［わたしは、い支にjりt' も， 〉ノハ 1ーケ政治・外交の基本路線が，ベトナ
主誌をそれほどよく f1H解してL、にじ、j と述べ，パー ム・クイといった両隣国を中心とする大口誌の圧迫
しい品川を避けな；，.・： c"バe IJ,tこしは民族主民r¥C かc,t'I い！の独立と悩土保全を維持しようとするク






















t,J斤duC正unbodge,edition 1963 (Phnom-Penh, 1963), 
p. 203. 
C-l: 2) R, alitesぐ；山山，<lgien日制 t・cl., Plλ11～12. 
(it 3) J甘！倫「カンボジア中段どま誌のJ主総とそ U〕軌
跡」（『世界』， 1969年12月号〕， 196～205ベージ。
（主4) r,JI日新聞』， I9701f5 ! I h円f-10
（注5) W，沈売新Il！』， 1970年5Jl 2411 fj 。
V ケャデタ一位のカ.：， j j；＂ジアに
おけ る ベ トナム人付制
l. ベトナム人虐殺事件
政変直後はすみやかにシハヌーケ色のー捕に－









/'.. '1＇－こ。 －・）；守口ン・ノ il,・Jl支権はそ n¥j刻、市f；浮い’〉ゆ
三iこ至上命題だ，、／こベト ）・1、共産主ぎの［泡域jか
らの追l±しにも失敗していた。
























ロン・ノル政権崩壊の危機合前に， ついに 4J 
ゴ（） 1からアメリカ軍・南ベトナム政府軍はカンボ



















ンボジア人と＋,1;1号してカ J ぷ＞ア国籍を lt.:t!} L.た















j也域，職来，／Ji身地， j夜来｜時期などに J八、 Cみて
おこう υ



































































































































































































































































































































































































































































































なども，持そういう気持ちでし、たに違νない。メコパ；い、地域人：P Iンポン・チューに川を(, I ,I
南ベトナム軍に“救出”これらの人々は当時，はじめとするトンレ・サップ湖周辺には多数のべ









































｜ 、トトム点、，－， -') ' .I l} 1; ',1( , ) •:qlJ!f/1立；g; ！ι’｝； 
札 Jヲノ、く『 !" / l) /J 'i! .：半.j,＜トトム政！（f,iUi1ン
〆＞ / /J'(W、l山川Wh,t:；二汁するj庄rx:f1"Fi!i: ,1 J J -k
；二ililh._'; ，／しこの ＇1 ：，ア JlJ/1'1f:.t、＇： fl],; !・1l1f iLfi :J 
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, ノi"r j；い、い； Ih()k m ；：及，（，；がiL ¥ 'rj('(I (1i でき’j'.,1:して次のような村人の証三を伝えてu、
., 
九） ' 1 -1ヒベトナム軍はすiにある政府の貯蔵庫一日／レー トノ士{f/H／片：しに＼、 ＇，） r;＇ノUムふ。 てL.(, シ，、
fーソ！投 i'c'l}_ll！目的、出 （；－此i(＼ノt)j: ，］、 Lγ111内 にあ，，た米を押収L，政治犯を釈放したの村の同
；：樹立 L.-1心と ・j).t川、 Jr汁， 1r能-1'(! ,Jrtl ，、ι，，，トこ っf/1で’i’i：伝演説が始7主ったが， f度んの話すi穫が
j）北点；＇： 1:j也）j十：＇(/1ん j ど＞＇：；えら，； 1るーっiでに1,]d支 ベトトl,f;,'i・なので何をいっているのカミよ＼＇＼＇ I］！：＞な
I( J (,.1，比＇，・.、 1'lc'i ／；＇心、 j,i] 政府，／）［人Jfj • 1,rnJ • lr1f秘
：ト1/.・主ユ : re ¥・ If‘ 7’2トII] !1i,j-}IJ i二：jL、., ・c ｛をにi信Jζ トナム政府軍が〉長たっ被ムは村の婦人た
山Jr)JLji iたど在、え 1'.,ilてL、たので点、ゐ f i、〉 れを暴行L，よ主人や子供を殺した。物は盗むし，
、・rIt：二 Lて十， 従来ぴ）守}J;i＼：からjヒL'. Ch：ノ F当り次第に略奪を行なった。われわれには，と
.］、ン f北東，1:：こ十1H/ILJ也をよれ、た Jじ＼に）ム・ iむべ れを：住に訴えた人工いのか＇ I'lらなL、。災苦tfi土1＆の
卜十ム解／j土戦線＇Jr{Lり；＇＼l¥[1衣川今後のがJ[,'1］が， カン )jがはるかにひどかった。！
；］：ジア全 ：守 む；三インド J トの十声~吟を， ti ム ム＂） (1)力 i右／こト十ム政J{f軍とわjめて隠したカンボジア人
：にたること； k1¥J違＇・＇ 点、心主 1,¥ 二弓 Lて｝］ ンぶ （／）去tsは，きわめて悔~tであろう。 円分た九がjfl
dγi(rt'j'+ ,）ミトトム化川、 全す七 J、；jf行の }jf/i＼を いJれそうとしているいjじベトナム人に助けてもら
;11ふも ，｝） ＇とtif：うされ＇，うし そして t／：二 jI. ,1: ，］；＿｛］°し う才予けだから， '[i］り切れない気持んになるのも1
7必？＼1YJに准／しでL‘.；：，「力：ボシア内／こトトム：d ~－とのことであるっ それにシハスーケ政権時代のベ
fl:,' L. ぺ ·FU~ ， Hi iu ，~壮Hi' を：{ti減と f ；：，力〉










りンボジア人をJ}jけると L、う ,r＼で ＇hリ；Jl;/Ht.なL、気
持ちの兵隊／；・; :'.i;, ＇＜、。かれらの点、には r,:1胞のJ台殺死
体を見せわれた， あまりに鮮やかな f< .，が’I'.
守しく平£・） ・c：.、るのであるc
ふるi有J 、ト十ム政府軍兵とは「解放戦線品川と
いう手正u(r,Jがあるから L六、とらなιの山、 4;' r ； 
はカンボジ一（人など Hリ＇Jftたく it f仁いνl/~ .l: 
て！イ、るが， おそらく，これが平均的なIi十＼トナJ、
政府軍兵J：の偽らざる気持らであろう。
カンボシアに進攻した南ヘ Lrム政府 F♂：こど J ’
て、 品 ）（cノj問題i土7]/ CドJ〆7一，j／ど（／）協訓
力斗了戸 ＇／ 7守人」究受f-tlでとの相 f(J堅丹？であ一） ！ごと L
えるが、 二の解決は怪史的な i~；j民族n);z u il"}r占Lハ
ためにずF弘FはなL、 三れま εのど二ザ〉、＂ifi/t,J ） 
1,fj国政町＇.f可f心＇JI弘，，局と l、う：h.て・，えt' いEf：にり二 j
J ア各｝也でf蚤々 び）ト ） i' vレえ；子色えない乃・， . )jよ







t4c＇，、ており‘ついに 1l)J'.!Sl!, 1：.， ・I＞＼.政府h・
公式文兵をも.＇て FトJベトナム政）{.f；：抗訟を行h・｝
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うり
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/; /I: •f /¥ . ・ ',J1 tc i,f ,.:! j 7Jことが C・' 1：。
(1Hi）『中Jj1 ,/Ji IJ!lj, 1970'1 5 Jti 1 fl, 
（、 1,1) r,:,J: 1 • r1山.r, 1910,112J1心I!f!" 
¥'I 力＞ 1ドヰア・ l'(iト二トナ J、li'ぴ） I 14七
11rlfil ど 1 ーチシ十日~i {fl日！！品
!; : . :ri、ジ γでのヤ－iケーより 2カJ.:r＇＜を経た
1¥: i下；） Jlゴ711, ti ｛ゴンで南ベトナムのチ γシ・
パ〉・チム（Tran¥'an Lam）外粁！と｜司地訪陪jq.l.J)
1；ンボごアの ｛T ム・万ト〉ボール（YemSamhaur1 
;'HHとの！日iに行なわれた会談に，巳〆；L、て， 1,t,ff\~Jt 
iぃ｝コミ L二行均弓EJ毛された。 このコミコ二うーによ





i-どをIJ］九点、iこL／こ i' l、。こjL iこよ J ' 仁、 !%:1,1 
以来断絶Lてレた r,1jr,1の外交関係は1rJ1H1され、 り
ン〆jミジアで作戦中山市ベトナム政府躍はそ山使命
が終わるまで， つまり 1事実上の無期限カンボジ 7
駐院が保証されたことになる。




市／）り〆〆FJγ店l問がレ J fとうかき J三亡／こi可民族
,.1,1メll，でlt ：二九』jl C，わらのi布、トト t、政月：｝の l)J'.(
l:i'tJ里子心＇ ：ごtliるな；ぷジア同氏円恐怖感l上，
ljiJ＼＿ノ：）タト交！：山［！＋！；日ilf／：.二けで再1,{;i'j,~ ,i lるi王ど恨の;c¥i;
、ものではない Jうaじであるc しか土‘ ？阿（T)J七l:iJ
-1 乙 ' うlこ－ J＼、て 1，、 ごのずさ1<た・：T、1iflんミ c,t.：び
六二ひ，＿；l：き1J);,{ '~ iL I二カゐ， モげ）IJ？：［王［し＇） ‘Jとし亡、
l';i .－、トトム政府市山撤il:問題のi1 /;, 1,lif弓V,1干！γ〉
日（ji：‘ 人同1:J凶にたけ一る；意見の不」放があ..，たと
_:; ,! 1、L、：.，.・ 1と :r;勺＜，ぺ
/¥'[1>] ／）会校三 りンイ（ジー，，fHIJ: t 1i(j+:I l[J忠に J 八、
ご、 J克（U1守£卜 TJ、とf系ぎ？守J♂〉り：.－ ；］ミン舟7千 （＼｝＇（
,i:，；〔乃；；氏｛if主I,:iりIピL噌 J. ／二I＇ぢベト ）・ j、｛E{teJク J
ールJ＼：肢に1¥1'1, ) ;J：、（t'Jl也（み：fr:.lj.えふ上〕渡；Jミl！ニ
日〔ハてをでふう ｜か L令長終的に発長3わた I
. 'rで； tこじりつ点（ i明記さわ F 出！：問題に
山、二；.t I Hlfr唱 1,j [1qのhlli:トe二＿；－3!i、jI_. : ＇・、心範
11〔：・（I)I司i立内片r,n 2 いう；~み川 ti. 、 N.土児h‘！：九
,Jiた1 ナJ司［有ノ＼卜！ム（出乙I) l f ン• r Iし，，；：多
L、yiールW！丸山j段L、；こ J JI_ て七， i'i. 、ト）ーム侭i
,> l:&h,l問G'l*7it1J1士｛｝》：険JてIすることを約束「，；；，J 
ど， 今後i二＿／己金引く J乙現がとられてL、る。こうし














































ィ毎内にある 4品唄の領上要求をUtr:.，た c 4 ＼二
のため南，：トナムのコ一千 Lナ領白に不満をいよ
くりンボシアI司氏以激昂し， 同，m去の対立！生J{;i'd;' 
これによ／｝ーlご A 屑先主見｛ヒした乙 /i'i"I v'J ；＿＇.：，；：士む－／； > 
ボ／ -y {ll]/J h 白l五！Hr/千f権の｛確認をIi－，よ二〔／）い、 これ
らの烏W~｛たのでふ心っヘトナム・なよJ ,)'  / -! ’ Iil•ill! 
の領土問題 L司その侠i);（；土やはけ、 plij lで桜山 iうよ
t1ma台lをl対つにフランスの植民｝也ミiJおこあるこ
と点ii ）かる
さて、 コ一千：：， t-;;r』白ー問題に関連して，E·~な ,:Iよ！
喧とし 引に ゴ一千 L寸－rn主0）約内）Jj人i二山ぼふ
り／；ドジγ 人G'）問題がある。 L、;j）＇ノbと2’F し－ 1[_, • 
ケ lI ム（Khmer [¥cron〕｝とふミゾ1> / r-！＇・ケ リム
Kampuchea fくrorn） どか l呼ばれる人たんカ‘二jLて
あ乙 U 二，｝） カンアヂア（ク／－，l,）・？口ム；士、 ｝］ 午
ボ J、アJ計で fケJール人といろ立で‘ ノ、ト）ーム il(
IAJJl ／コ L ・ lゴルヅに肘{tす心力 J .;'  ,・ ゾ人企加
す呼称きあるが， ケ Jール. 1,ー（KhmerしりCl! 卜
'J l-11,人の話，山岳民吹〉， '7 / -,1., ・勺＞ ＇／ん
(Khmer Kandζal中 ＇l j __  ，レ人カ〆，，，－ジ f ，ド！ボJ,;-{J:v>
L己核）i二対して用L、（＇， ;i lゐ。したが＇＇ <, ）］ ン f子
ア・ク 1,1ム；土ベトトム在住のり： ，；、，Jγ 人日べ〉
とIn]I！寺に， カンボジア系ヘト十ム人と 4ぃ、うこと
ができより υ ＋；ン 7＇＋ア・クロム山居住 j也域のうよ
布状況は第 21.司および第三去の通りであゐじ
力ン－；＇ r-7・7ロムは従来， 1(£：僑〔中［若人）と＿'1(,:
んで， 南／川、ナム政府σ）I土ヨ｛ヒ政誌の ifp~ ／i 対象 jつ
なぺてきたのすなわち同政府l土力 L-1' -rr・ケド
ムをカンポジア系の「Jζ ト十ム人！ Cふるとい 1








(1'17,r) G. Olivier, Les l'oJ>u/ations du Ca附 ／，odgc
(Paris, E山i）および第；1夫その他上リ ｛1/i足。
I）‘ l~'i こトートム政J(f に上るカンー／＇←Fア・ケロム／、
, )l,ilf七政策には1,;J;j,¥jできよい子t:J;，れこあと：， 0 かくし
ご，こ山 CJ- -_f-> ？のカンボジア系少数民族のな
れ：；＿t' むよ／〆i＇ンア f-l北tv＞ベト「ム人I1¥H,'.(iとも性，Ji,ぇ




, ）にも， こぴl'j、乗仏教徒たるかンプチァ・ ＇！ ¥Jム
に対寸る南／ミトナム政府の宗教i'(J'lfJ二があけんれ










































(2）は USAIDto Vietnam, Annual Statistical 
Rull, tin, No. 11. Data through June 1968. 


























































子ア・ケロケに対して， Fγ ム抜にけして土 i,Jtl で）正〆ハスーケ・ゲリラi山FJを｝長IJ目してνた、シ
の暴！宮を行なったものであろうと拙ベミされゐコ ハヲ（ーヤ殴iごも政変1)1jiJ, fこひ、t：びこの！＇Iilヤ d
ともかく？ こうした幾多の悲惨な＇！：°件をも泌え も＇viiミによるカン J：ジア国内での活動を i古レク
た歴史的事実を背日に、 i'年5）］ の lj＞小 Lア・ メーノレJ( fえhrnerBleu；のiJUt夫前似jとしにこれを
市ベトー」ムui交［，1］従交渉においても電 力＞ ,le'ジア 強く－JI難してし、たの
側はこのカンプチア・ケロムのrl¥J揺をとりあげた とこんがラ i昨年 ：＼） i川いけJ> ,j;'ヰアでの政変
のであり，これに対して sn 2,r1の同支Hi1i/dりi it' この心ン Fチ〆・ク iI ムによる特殊部隊（／）ば
ではラ fiベトナム側が力ン Fチア・ケドムのペト ブjンボジ 7政府ゲ！｝ラ的動の性格(c, 一変Lて←y
十ムで（I)J虫内の地位要求につし、て［海調の給付iを / ＞ベンび）p ン・／／レ政府支長部隊へと変えて L
もって検討するととを約－~するJ jl'／；：記入された ます》たのである0 4月末， この ；｝ シブずア・クい
ことは、先にも触れたとおりである。 ム特殊部隊の精鋭4個大隊 I万人近くが出ベト十
どこんで可 ノ、トトム戦争の激化していた時代か ムから Dirし、兵一！としてカンボジアに？f.輸された〈
「p，ア J 1）っ￥かこの力ンフチア・クロムに r1 を－~） しかし， ともかく［こも， このカ Lプ7ーア・ク iI 
けていたっ アメリ ；IJ軍はかれらのなかのと背たち ょ、，＼I隊の導入でプノン d ごンび） 11＞・ノ；t,j吹がJf¥l]i二
を1ft＇・、入れ‘ これ全特殊部隊iこ編入し／こ y -flt／こ とJ 》仁i政局がf存t，告さをみせたのは＇ i：’たであり，
ト十ムJ[士見守：と違って， この特殊i:1；ま兵i：のMi'ft \-&jJ~ を続けてし、た II ＞・ノ；t,政府1,・m1がやぺ＇ J.'i人
i土l良懐ア ！＇）力工誌が支払いー しかも， そのtriは n l白しどしたのは， 二のケ iール間レ兵部隊が先頭
般兵上の前といった，1:額ぶりである。 とく hc：’討す： ,.-_ ，＇［＿ぺ， Ci＼役十だした五 Jji：旬以後のこ Eであー，
i／，包こるたびに，現地に2、派されゐ特殊工リート た＂ ！コン・ 7ルヤで長い被妊治l¥;としての年Jl
部隊の兵l二；二烹勺てiし さらに，こ xHこ特別給り をj主コたかれらには， 力ンボジアにおけみ＇ ;-t,-Jの
が追加されると L介。かれらは南ベトナム特殊部 J、トナム共産軍との戦し寸土， ,C:トナム人，，の恨み
隊のtド犯である中川のニ γチャン（Nhatrcm日｝ペヲメ をは「〉す絶好の機会となったのであ－ ＇た J かれム
コン・デrレ7のヂャウドソケ（Chaudocc）たどで；t ；上九ンポン.J－γムの確保に！戊功 L C ¥Jン・ノノL
力月の特殊可i誌を受付た後，特殊部隊陣地十二送ら 政権の危機回避に民献し，現在は首都ブノシベン
れる。訓練は現在では刊i南ベト j→ム政府'i{f特殊 ω防備にあたるほか， カンポシア1341村山各重要地
部隊の子に任されているらしいが，従来はす八一C J:.＇、での戦闘に：_t役とし ζ参加している。
アメリカ軍σ川、わゆるゲリーン・べ~－－；，ト jl日i し しかし， そうしたロン・ノル政権にとってのプ
ていた。 ラスの壬1"厄， もともとカ斗ボジア領内に居住する
こうして主成されたクメール系特殊部隊はシハ ー般力 Lボジア人やロン・ノノレ政府w兵士とかれ
ヌーク殿下の政策に反対し， アメ リカのJ支援の j-' らとの｜訂には微妙な感情の行き違いもあり‘ i昨年
に｜有ベトナム・タイなどに J_;¥J也生巴u、て，，， J←、／ン li J li ［］の夜に；よ， つL、に友I在日土の！市で銃撃戦
・ゴク・なン（日onNgoc Thanh）氏を指導者とす i, -Jlt'd4Hされ，死者；i人，負傷者 6人を出すにレた






(, ]: l ）円＇ II i'iJ:1』， 1970：卜 5)]2811 f；。
C j:2) Allan B. Cole ed., Cmザiictin Inda-Chi-
lid 必 Int，’rnatio,urlRejwrcussions, A !Jocu11u’11ta1y 
fh、f川ツ 79/.i -!'155 ( I thacιし l叫：，Ii),]>. 7:l. 
,t、f;'.,JI ’ l ., ', :y, ,'j: J' I、／ ιJ ' , !'.':;' 
,・;: l 土 l,e_. '- .t 1%:i:1, 13 : 
(: I ;¥I ;I i'( ( :;( ,'!. l ' > i〆 i j,J' Jiと，＇ ;J, 
'Jl～92 
(; i: 4 I R. i¥L Smith, C、a111bodiιZ’sF'oreign l'oli<"γ 
: lthac、辻 Elli日）， p. l.~リ．
「；I,:i) A.恥I.Sa vani, Visage’et Images du Sud. 
¥. il'l人’a1n(Saig叫n,195:-l), pp. 142～147. 
(I 6) 了•／· ／ 守 （i!削』， 1970;f 11 J J 23 , I日が1(1,.,
』. ＇，こ l ,, 'l, : : I “ 
三J ,./ ': '・ • f,i; lう＂て l、： h・, 'flれ，）1:'.,Jj' •I ‘ 
ノ・ ・’，ームノ，，戸、！ ？ー、，／： ＇ピ［件、：今メ、 iりJ・. }, ~ 0 
〔］： 7) ( ', ' . ：い！？力tこ＇ , ＇・い， h えi拡
・,.,1, ;, .T' , , (;. :VIasi》、［叶， J,c Hυy,w 11c de （・ha
111／川（,I'aris, l'i~J. 
V 
りシJ ,1，シ I‘宝L¥1,L、として、 東i峰山／、ト十 J、とは
Jf（｛ドJに， 両l；存：；：f;'-U「Jjーと〉山が訂イとあるじこの ＇1
{U世史的；こ：tt 、lj・ 1、と 1]j,l;i, /J ユ;J > fにみI




IY・係；よど .－1／ふ、 CL、るのであんうかc 以「これに
J 山、ご簡単；ごいt,／•、つしておくこととする。
力ンオ、＞ ？でen政変後 1カ)j;t：り全経た11¥Sf4 




ノルj［支府 (T):1リjきはウ Lボジア・乍｛ I生H系の完全な
















に YJリカをベックとしたプノ L Jくン・ザイゴン・
/ Uノコク・ビヱン J・ ヤン反共転車出の形成がみられ





















i二:・tひ：， ノC ノLベLにそれをι念「るTil¥＇を建 if.L 
J 、仏》とこん品、約三次大戦中山EH!(y, ヤイカ‘
かー＼司すでtこ1h£交の機運が盛 1JLt：＇ミ》山、た j>J(Jli,J{l;域全段略し 叩UiO）大東i!F.Jt栄i福山端jfi
しかし， 1q交早)Vj[iサ復決定を促進 Lに山；t，乙 ／ー／》 I半；のん川十；》 iCケfh、二，，） I 'Jこ12I ，：’［1]/¥._[ 
んとし、っても J ハ 4ーケ殿下しl),iι［，Jrjて， 此7｛）.＿＇役人 L ／一、 ケ＞ ;j、ふ γit戦iを山iり4(i｛；ゐiゴJi二／ム Fi；て
ii氏；』う力；二）~：力 vて i t 到1立拝I抗でさ 1よ L 、ドシ• I /l此 ｝》と 1{(} ['j [i三!il'il lてして；区j主しごtι》／竺♂〉で」，Jノラ
十在；二：｝＇tす一る「主J長び）必l』i:w主と 1t、うこどでふ yfこ，う、， ( ,1＇，，このように， t; > ,)' ＞γh tケイにどL’iて
復交を，己νにあまり， かつてi耐斗断交のか；（間と 1,: 4., 1'JL1］以上全日略. fl＼＇~有さ jtたという歴史（1’J：こ
ったf訂正問題の紛争の極j；＇.依然と L・c今後ト二攻3 r：， 、経験合 I,, IてJ),) / f｝そして／df1'{jて、はないの
れることに／c－》た。〆とれば上述した；） Jj '.!71-l tハヵ fてj二！1仁インド的文化路iにある二，l:方、，－，' ベト←ト
ンボ〆ア・「／j，＇、ト 7ム JtlnlコミヮユケゎIi,;i＇と i示i ム人i乙｝jJ ;:, ( lどJ）｝之！岳や倣立ti/,''（＇， 、fいぜ＼－
i去である。 とit告＇fiカ‘でh，ミ：〉
ノ7イと子J/ ,j，＇ゴアとの領土問題と Lて；土、これ した／ト》て，以上山上うな陪史的経持かん jホ亡、
までに二－~·；＼＇ゐ(i,'/ t~ η そのーっi士、さきの－／＇しア ノJ r ';Hの力＞ ;J：にア介入1¥J近LJ：内情i立をユriごL
・ヒヒア守r:[c.1 fi,0 1 f問題であるc これ刀込 J、ーゲ山 i ' 少々 ＜ ,1：も内定り＞ .1: 〆Y’11)¥;, ti）とし ζfJ/1. 
[1g陥そ，i](f;lt'IIJHiiニtF，込＇tl,l -c 1,l,j! I i心a字、よてこん しく「’うーん CitL、fよか〉／この かjt c", f Iーとの介人力亀Pl
i士有名でふり、その裁判でtt !'Hi＇.！守“ ）j i二千IJ/kF白 ひ,11'//i ） ~U>II引ににむけふ仁；；二、 ワ 1（ハカ：／ ;j、v～f
U1てカンギ〆ア{HIJ,n I時;rr二岸？，てL、む（ L力、 f'.1~ ,,/~(; 
しこれを々イ政Hすが認めなか〆》たことから1日1iI qn ／：かんぐんふ.， L /i, Lぢ11]$.f，＜ト！ム（／） 7＇：，二＞ . 
外支関係;j込士ずくに；1I J パ、じは世Jrえにまでとむ！久 力－.j- • ¥' (Ngu川口（：山 I元y)/,i］大統合if」のように．カ
したのぐr勺 e ）たっ よ,J：〆、ア；，rt上のlれっし _J CJ ン；可合 ）~1にそれ上［）
（也J〕 A つは心月三 rie＇〕開，klでケイ政府が［1,JU~ i二 日、収のi<J戎を「トjべ人十ムが責任をも Fてi'tUrlし‘
ftむiギJ5(1：心の ！； ンポジ 7系｛主Iモ0')中力、人房長とする -}j iコン河以西川地域に／〉し、てはケイみ‘そ山古
ことどに［）、 ’た陪，，こその第 li：半！；二GJ1末 Iに！Jl包 t告を伐うことにん；んう， とい J Pた議，j命が大きく伝
；二壮くとされて」、たノγイ義号訴しT)l~t 屯了〆むj也 j;こど》 えられていたことは、 かれらケレ，］； νγ人にイl"i
カンボンア刊fi[;'.IJパソケンパンとシ
i也i戎で ;t.，る～ Jγ ィ政府としてit { ＞ドシイ解放勢 その後 7)J 22, 2:1の1，可日行なわれたロン・ノル
力と「l[Tjの1:z政府ゲ I）ラ (:1f愛国戦線）との連誌を lすれ！「げ）ゲイ公式；:Jit/Dを契機に， タfはカンがン
三二で防ご i1 ,1: IてL、ナこのでふと》コ 三のI也li•'<:t、本 ア介入の！支を深め， 力ンボジアJ1<のi訓練，カン，；j;
九んん，元来カン／ぶシアの＇.U'H:Jこが， 181！：紀末以来 J、γi巨惜の修理とタイ機のfl:1f, 医師・肴諜婦の
事実↑ザイ i二［以千J="Ai, Iり07"f；二王p て、 プラ L 派遣1ιどの日体化合折たに港支L、 かね亡準f;i1J!l1
ス・ -'.lイ条約グ）成、工じよってヤっとかンボジアに ／：〆PJヒワンポジア系々｛人の義勇Jr.,iよラメ月末に
ぼ還された :1 ＇，事： tl司パその地域全示すιので : oo人が力ンボジアに送られる三どとな ＇） た旨を
点1る1 カン；J;＞ア［l]i'¥:;i土、当I与二 clJ '.;ti［－＿］：主 _i'_~／をずJIご計
うb




関 1907; に ’イかi',.;JQ：＇：：巴い iリリ点
G. Por己e& E.恥faspero，凡.foeurset Coutumes d，れ
Cambodgiens (Paris, 193自）， !I，沢『カンボヂァ Jり｛？
J.1, 74ベ－ ,:,. 
(il 4) l{. M. Smith, Cam!wdia’S Forei{sn l 'oli，‘γ 
(Ithaca, 1965), pp. 23～24. 
D. Lancaster, The Emancipation of French In-
























(iJ〕［日！ fl新lr]J, 1叫70,r.5刀291 f' 0 
(i:C 2 ) W oriel Cuu rtな .Judgmentoil ti,, Y》m]'le
of KIIAO I'IIRA. Vll-IARN (Bangkok, 19り2).
(/.I= 3〕 PensriDuke, Les Relations entre la F1～ 
anre ,•t la Thailande (Ban日knk,1 %2), pp. 2削～27:1
は，
1971020060.TIF
止を怖が， :1 六二；＿ C政変後 9IJJl;iでを経た197/Hf:,t: の1fJ＇ζ トトム政府＼j,'.の優位に夫、iL, ー方， 本命勢
現｛｜：、 一｜分／江成果 rどあけ、件亡 U 、る I~ ろうかという )1rnJ C ι ，ぇト 1· ムキ~－ J)i) ） 品位は動かな 1ぜ、もの Jごみ
に， 1,許i上市念ががら否ど 1.'*) ＼るをえ／（い。 ら~ l, ,_j" 
1'i述 L/: t 1に， 111'"1-riJJA：灯、米ず／〉ベ＞ :1 fシドンずにfl現在， J（族解放のmt仁らしの iご
とぺjと寸｛）Ji.、＇dじを／1：めご.n,J、い L ・ノ 1t.』士山iこ にA：長闘争全jfuめごL、ら，（IJJじ、ト fム，（2)]'?-i／ 二
li.,11<,fri!,:f,11(1;1, (ii IJ 111) がjlt >nす己 {Ji 




物店心不）己・ 1:Ti｛匝(1；ふtき， しょ：‘、に fン fl Afirムi
土悦)ihて1,、分ο .• J-;, ¥Jン・ノル政l(f；こと J予よ政
変［I’iiをん＇ L'i＇州；まの凡 l強や兵器瓶のほ｝給もLれH＇－、l>!
I）て， r;i1悦司、UH定的とくにア」リり山そJLにノド1fi
i(;(rc..:c:1.1,,Lな，・.） ／.：，う B 〆 pにのでふる。
'P, ti'1ドノノム 、＞ 1.: ,f!j/i¥] L ／：工1 ;l 7 Jq，旬， !) 
, .1，ザ ,・ ij咋ト；・1；山人：tL、。； L、よこ I .l ,.J LI ,),1.が
j許可Jノレこ 1,・ s:n-' Ji i令外lLi',!i¥1i,n Jf&jJ c /h tj , t 
fごq,s"u,+irH：：あ＜） 0 しか L、 そ）， I ／；，と、.・， L ~- l. 
/・ di .1 • L、.－1 ,¥ ,・,, 1可しL、It1 I Li {¥lよ：14, ＇；日カべ i’i tl
/;. ，＇メ I) !J似lに＋n,・.:¥ ／，をえ／（ L、では／，：＇ 、々、 ι 円ι
二）l/)・'2:し（） くiIン・ノル日立）J,f軍山本心とみζ1¥li主
L、／，.L、であふ「＇ ;' ', 1't「〕 elrp守；4、iJ)Jj! 、；I・！；災！： 
:/i:./LミI：比￥，；こられ， 強 ）Ji.ζ トトム Jl.;p（＇中：にけ処
しピパ権維jキを以l•）ていくためにも、！：ン・ノル
政権lkアメ ＇.） 力やi有〆、ト十ム， ク ft；.と）ノUlぷi1 
E享に対するfk｛［度を深め， 対外的に’）8>lifl化を
お！じけていふ。戦力凶iからみて， I"ン・ノル政府w





こうした力〉ボシアで［お J J亡レる Iii七1，ネ；町村で
ヲ8
トトムj(IA停f敗戦料、（3）ラオス (i）受1、i戦線（ノtノ二








I t ’:iI ｛~場 1',i:機l 主！ ~J日 I ヤ；， ＼＿ドン jぶどで＞／，， ＼！ ン・ノ
1t.1rl.1H’，1｛、：＇f)J交L！て； 7 」！）力 1!c• I十j，、トー） J、政的
’，1cんかン，l{：.、アil{I人iで戦っご L、るの（tカン J、ゾア
i亡旅f料｝r(ボ(i），；かである土 L、「j な助を l小‘、てL、石
)J, J; > ,j.レーj'－~，、単位〉ぐき f三ア t I) /J ＼ド・ 1H・ 二i、
！ム，1ni1,i吋 J 、jl lこよごれ敵と［ く－l・ 、ト）ム ＇，V・
l白川、 f ム民族解放戦線市任 L' 力： ;]' ぜ、アiそtitく
解脱’it,';"I. 、う f:;f,長：2:イむ J ，たことははとんどかい。
シノベーケ殿 F,t :i J J :i1, 北京で力＞ ,J；ジア
FltHt依連行政府を樹立した。 これは1f｛ベトナム
1 (Jj矢解放戦線，！i:, ）；記〉υ、j、来］（）｛j'-とL寸 J{v － ~J}--'ftの
}ft!l：をもれたが t',' いまどに1¥i／；トトム I!:i,¥i,ltr J 
革命政府しか樹立Lていなし、のときわめて対照［f-J
である。 また解放戦線は戦争解決の力式と Lて，
解放戦線のほかに中立的勢力をまじえた連合政府
をます樹立することを主張 L，戦後には新しい政
府をi'Jる余地を残している。 ところが，シハスー
ク殿下を議長とするカン 70チア民族統ー戦線では
王以遠t，政府がカンボジアの唯一の.iE統政府であ
｝），仁 IA U｝；んでシ，、スーケ殿下を追放したい
ン・ノノレ政権は違憲で、あり， あくまで消滅しなけ
ればならないものとして， 全く妥協の余地合成し
ていない。 この点，ベトナムやラオスの後から民
族解放闘争に加わったカンボジアの場合の一‘層の
きびしさが感じられると同時に， その裏に，原民lj
としてパリ会談のような政治交渉による解決）jλ
を認めず，徹底抗戦をめざす中図式の強磁路線の
強い影響が感知せられる。このぶからみれば，
1962年のジュネーブ協定の規定により，今でも首
都ビェンチャンにパテト・ラオの代表部が存在し
て右派・中立派で構成されている王国政府とのチ
ャネノレが通じているラオスの場合が， インドシナ
の他地域の場合に比べて，政治解決の余地が肢も
広いといえるであろう。以上のようにみてくると，
インド ：.／ナのl!LJつの革命勢力の闘争路線にはおの
おの大きな違いがあることが判る。
ともかく， こうしたインドシYの革命勢力引ヰi
では， 北ベトナムの比嘉が抜んでていることは否
定できなレ。北ベトナムは国家としても党として
も確立しており，独立後だけをとってみても北ベ
トナム労働党（土共産党）の指導による十士会主義
国家建設にすでにお年余の歴史を有して L、あので
ある。こうした長い伝統と実績に支えられ， かっ
現戦争の主要な担い手として， またさらに中ソか
らの援助受入れの窓口として，インドンナの革
命勢力において占める北ベトナムの地位と発言力
は今後ますます高まっていくものと思われる。こ
の北ベトナムは同民族の革命勢力たる南ベトナム
民族解放戦線に対してこれまで十有余年にわたっ
て， 「永久的な大前線に対する大後方の任務を果
たし」て来たのである。ここにカンボジアで闘う
革命勢力中でのベトナム勢力の優位が動かし難い
ことが明らかとなろう。
思えば，シハスーケ殿下が同じインドシー！のノ、
ノイ政権を飛び越え， その頭越しに中国と結びつ
いていることは志味深長で、ある。シハヌーク殿下
にすれば， インドシナ反米統一戦線の旗の下にハ
ノイの影響力がカンボジアに公然と及んで来るの
を防ぐため，いわば遠交近攻策をとって，敢えて
北京ど結んだと解せられなくもなL、のでああ。政
変ti1rのシハスーク殿下の政策がまさにそうであ，〉
た。最近のハノイの地位拾頭といった情勢を見越
してか， シハヌーク殿下はなかなかハノイ訪問を
行なわず，政変後2カ月以上を経た5月末に至っ
てようやくそれを実現した。殿下は以前に「早急
に訪問しないのは， ハノイの衛星国であるとみら
れる恐れがあるからだ」と発言していたのである。
以I二のようにみてくると，現干F.カンボジアを舞
flに点:ihftiに激突していゐインドシナの反共・抗
米1,Lj陣営1J'.Iでは， ともにベトナム勢力のカンボジ
ア勢力に対する優位は動かないことが明 f）かであ
る。このことから， 両陣常への勝敗の帰趨いかん
にかかわらず，今後とむカンボジア民族のベト十
ム民族に対する劣等感・対立感情が存劾に15'¥:i.、去
られず， むしろますます増幅されてさえし、くこと
が卜分予想される状況にあると L、わざるをえな
し、。しかもカンボジアは，情勢しだいでは，クイに
よる介入を生む可能性を依然として残しており，
まさに現状はこの国が，かつて 18, 9世紀に経験
した歴史の再生版といった性格が濃厚である。こ
の地域をめぐる域外大国の利害とも絡んで，対立
を続け，かつ「代理戦争」を闘うことを強いられ
るインドシナ諸民族の悲劇がここにある。
なお紙数の制約から本稿で取り上げられなかっ
たラオスくおよびタイ）でのベトナム人問題やイン
ドシナ諸国での平地民族と山地民族の対立といっ
た諸問題については，改めて別稿で論ずることに
したい。 （調査業務部編集第 1課長〉
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